


　当社グループはどのような環境下においても、「利を求むる
に非ず、信任を求むるにあり。変わるのは自分、お客様視点で
お困りごとを解決する、期待以上で応える！」の大方針のもと、
不動産活用のプロフェッショナルとして「世界一お客様に愛され、
選んでいただける不動産会社」を目指してまいります。

大方針はどのような環境下においても堅持

第23期上半期の総括 連結決算のポイント

株主の皆様へ

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。また、新型コロナウイルス感染症に罹患され
た方々や感染拡大により影響を受けられている皆様にお見
舞い申し上げますとともに、医療従事者の皆様方には心より
感謝申し上げます。
　さて、当社グループ第23期上半期（2021年4月1日から
2021年9月30日）は、変異株による感染再拡大の影響で
世界的にコロナ禍が長期化し、人の移動制限やサプライ
チェーンの停滞など全般に抑制的な社会経済活動が続きま
した。そのような中、当社では感染拡大防止策を徹底しつ
つ、全従業員一丸となって、お客様のお困りごと解決に邁進
してまいりました。特に、オフィス事業分野では、各部門連携
のもと高稼働・高付加価値ビルに仕上げたリプランニング
物件の販売が進み、全体の業績を力強く牽引しました。
また、不動産サービス事業はこのコロナ禍においても着実
に業績を積み上げてきております。その結果、お陰様で、
上半期の業績は売上高、経常利益ともに、それぞれ前年
同期比40％増、72%増と大きく回復させ、成長軌道に戻す
ことができました。

中間配当を実施
　株主の皆様におかれましては、一層のご支援、ご鞭撻を賜り
ますよう引き続きお願い申し上げます。

上半期は売上高、経常利益ともに、それぞれ前年同期比 
40％増、72%増と大きく回復、再び成長軌道へ

　これまで当社は、剰余金の配当は年1回、期末に一括して
実施してまいりましたが、株主の皆様への中長期的な利益還
元の機会を充実させるべく、当期より中間配当を実施させて
いただきます。配当予想額につきましては、2021年8月10
日に発表させていただきました通り、一株当たり21円を予定
しております。なお、期末配当金と合わせた年間配当金は
42円の予想を継続させていただいております。今後も株主の
皆様のご期待にお応えするべく、グループ全体の企業価値を
高め、長期的かつ安定的な利益還元に努めてまいります。

　当社グループでは現在、2025年3月期を最終年度とする
中期経営計画を遂行しております。“人が集まり、心を通わせ、
社会の発展と人々の幸せを創出していく場”を世の中に提供
していく。これを基本方針として、3つの注力分野で事業を
伸ばしてまいります。
　オフィス事業では、既存ビルの再生と活用により、カーボン・
ニュートラルへの貢献を図りつつ、ビルに入居するテナント
企業が成長し、新しい産業やイノベーションをどんどん生み
出していく場と機会を。ホテル事業では、宿泊者の方々に安らぎ
や感動、笑顔を生み出す場を。ベトナムでのマンション開発
では、そこに住む人が心健やかに安心して幸せに暮らせる場を、
それぞれ創ってまいります。そして、中期経営計画とその先の未来
に向けて、社会的課題の解決にさらに尽力し、持続的な企業価値
の向上に全力で取り組んでまいります。

中期経営計画を着実に遂行

上半期事業報告（業績ハイライト）

2021年12月
サンフロンティア不動産株式会社

代表取締役社長

● 中核事業である不動産再生事業において、オフィス部門の総力を挙げた商品化を行い、高収益・高付加価値の商品に仕上げ、
販売は順調に推移いたしました。結果、売上高・利益は前年同期比で大幅に伸長し、全社業績を牽引いたしました。

● 不動産サービス事業においては、コロナ禍においてお困りごと解決の機会が増加しております。各事業が引き続き安定的な収益を
生み出したことで売上高・利益ともに前年を大きく上回り、コロナ禍前の水準も超えて事業が拡大しております。

売上高・損益の推移

セグメント別売上高構成比 セグメント区分・名称の変更について

2021.9

■ 売上高

0

20,000

80,000

60,000

40,000

2021.3

（百万円）

2019.3 2020.3 2021.9

■ 経常利益・売上高経常利益率

（百万円）
期末 中間

（％）
売上高経常利益率

30

20

10

00

18,000

6,000

12,000

2021.32020.32019.3 2021.9

■ 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益・ 
    1株当たり四半期（当期）純利益    

（百万円） （円）

2021.3
0

2,000
4,000

6,000
8,000

12,000
10,000

0
40
80
120

240
200
160

1株当たり当期純利益

2019.3 2020.3

期末 中間 期末 中間

※2020年11月に行ったホテル事業におけるグループ内事業再編を反映すると共に、名称を「ホテル・観光事業」としました。
　また不動産サービス分野における各事業間のさらなる連携強化の観点から、各種事業を「不動産サービス事業」に集約する
　変更を行いました。
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前年同期比45.9%増
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合計
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前年同期比４０.９%増

ホテル・観光事業

7.2%
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不動産サービス事業

8.3%
売上高3,777百万円
前年同期比28.4%増
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